
長野県食と農業農村振興の県民条例 

平成18年３月30日公布 

長野県条例第25号 

 

山高く、水清く、凛（りん）とした空気の本県は、南北に長い広大な県土と、四季の変化に富んだ

自然環境のもと、たゆみない農業者の努力により、全国有数の食の供給県として発展してきた。 

また、本県の農業及び農村は、人々の命の源となる食料を生産するとともに、県土の保全、水資源

のかん養、日本のふるさとの原風景としての景観の形成、文化の継承、食文化の形成等多様な役割を

果たしており、地域に住む人々の生活の場であるとともに、訪れる人に明日への活力とやすらぎを与

えてきた。 

しかしながら、近年、本県の農業及び農村を取り巻く情勢は、輸入農産物の増加、農畜産物の価格

の低迷、環境対策への対応、遊休農地の極端な増加等大きく変化しており、さらには、食の安全の確

保、食育の重要性や食文化に対する関心の高まり等新たな農業及び農村の創造に向けての対応が求め

られている。 

こうした中で、本県の豊かな緑への貢献を始めとする農業及び農村の多面的機能に対しての県民の

理解をさらに深めるとともに、農業及び農村の再生のために、生産から消費までの各段階で、それぞ

れの役割に応じた適切な取り組みと連携を行うことが必要である。 

このような認識に基づき、本県の食と農業及び農村の振興について、広く県民が参加する基本的な

姿勢を示すとともに、地域の可能性や実情に即した計画を定め、実効性ある施策を具体化するため、

この条例を制定する。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、食と農業及び農村の振興に関する施策について、基本理念及びこれに基づく施

策の基本となる事項を定め、並びに県、農業者、食品産業等に関する事業者（以下「事業者」とい

う。）等の責務等を明らかにすることにより、食と農業及び農村の振興に関する施策を総合的かつ

計画的に推進し、もって食と農業及び農村に対する県民の理解を深めるとともに、環境と調和した

本県農業及び農村の持続的発展並びに本県経済の健全な発展を図ることを目的とする。 

（基本理念） 

第２条 食料は、人間の生命の維持に欠くことができないものであり、かつ、健康で充実した生活の

基礎として重要なものであることにかんがみ、将来にわたって、安全で安心できる良質な食料が安

定的に供給されなければならない。 

２ 食料の供給は、農業経営の安定化を図りつつ、自給率の向上、農業と食品産業の健全な発展を総

合的に図ることを通じ、高度化し、かつ、多様化する県民の需要に即して行われなければならない。 

３ 県土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良好な景観の形成、文化の伝承等農村で農業生産

活動が行われることにより生ずる食料その他の農畜産物の供給の機能以外の多面にわたる機能（以

下「多面的機能」という。）については、県民生活及び県民経済の安定に果たす役割にかんがみ、

将来にわたって、適切かつ十分に発揮されなければならない。 

４ 農業については、その有する食料その他の農畜産物の供給の機能及び多面的機能の重要性にかん

がみ、必要な農地、農業用水その他の農業資源及び農業の担い手が確保され、県内各地域の特性に

応じてこれらが効率的に組み合わされた望ましい農業構造が確立されるとともに、農業の自然循環

機能（農業生産活動が自然界における生物を介在する物質の循環に依存し、かつ、これを促進する

機能をいう。）が維持増進されることにより、その持続的な発展が図られなければならない。 

５ 農村については、農業者を含めた地域住民の生活の場で農業が営まれていることにより、農業の

持続的な発展の基盤たる役割を果たしていることにかんがみ、農業の有する食料その他の農畜産物

の供給の機能及び多面的機能が適切かつ十分に発揮されるよう、農業の生産条件の整備及び生活環

境の整備その他の福祉の向上により、その振興が図られなければならない。 

（県の責務） 

第３条 県は、前条に掲げる基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、食と農業及び農村

の振興に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 



２ 県は、前項の規定による施策の策定及び実施に当たっては、国及び市町村等と連携を図るととも

に、農業者及び農業関係団体、事業者、消費者及び消費者団体等と協働するよう努めなければなら

ない。 

（農業者及び農業関係団体の役割） 

第４条 農業者及び農業関係団体は、自らが安全で安心できる良質な食料の安定的な供給及び農村に

おける地域づくりの主体であることを認識し、基本理念の実現に自ら主体的に取り組むよう努める

ものとする。 

２ 農業者及び農業関係団体は、農業生産活動に当たっては、自然と共生する農業を目指し、環境保

全型農業の実践に努めるものとする。 

（事業者の役割） 

第５条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念を踏まえ、消費者に対する安全で安

心できる良質な食料の安定的な供給に努めるとともに、県産農畜産物の利用の推進に努めるものと

する。 

（消費者及び消費者団体の役割） 

第６条 消費者及び消費者団体は、食と農業及び農村の果たす役割に対する理解を深め、健全な食生

活の重要性を認識するとともに、県産農畜産物の消費及び利用を推進すること等により、食育及び

食文化の発展に積極的な役割を果たすものとする。 

（財政上の措置） 

第７条 県は、食と農業及び農村の振興を総合的かつ計画的に推進するため、必要な財政上の措置を

講ずるよう努めるものとする。 

（施策の実施状況の公表） 

第８条 知事は、毎年、県が講じた食と農業及び農村の振興に関する施策の実施状況について、議会

に報告するとともに、その概要を公表しなければならない。 

第２章 食と農業及び農村の振興に関する基本的施策 

第１節 食と農業農村振興計画 

第９条 知事は、食と農業及び農村に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、数値目標等

を示し、食と農業農村振興計画（以下「振興計画」という。）を定めなければならない。 

２ 知事は、振興計画を定めようとするときは、県民の意見を反映させるために必要な措置を講ずる

とともに、長野県食と農業農村振興審議会の意見を聴かなくてはならない。 

３ 前項の規定は、振興計画の変更について準用する。 

第２節 食と農業及び農村の振興に関する施策 

（農業経営の安定等） 

第10条 県は、農業経営の安定及び多様な発展を図るため、経営所得安定対策・価格対策及び農業金

融制度の充実、生産の組織化、情報技術の利用促進その他必要な措置を講ずるものとする。 

（農畜産物の生産及び供給等） 

第11条 県は、安全で安心できる良質な農畜産物の生産及び供給を促進するため、農薬、肥料等の適

切な使用、食品の表示の適正化その他必要な措置を講ずるとともに、農畜産物の流通及び加工の過

程における衛生管理及び品質管理の高度化その他の農畜産物を利用した商品の流通及び加工の体制

の整備に必要な措置を講ずるものとする。 

（環境と調和し共生する農業の推進） 

第12条 県は、環境と調和し共生する農業の推進を図るため、農業者等が行う有機物資源を活用した

土づくりの促進等農業の自然循環機能の維持増進その他必要な措置を講ずるものとする。 

（地域の特性を生かした農業の促進） 

第13条 県は、立地条件、多様な気象条件等の地域の特性を生かした農業を促進するため、需要に即

した農畜産物の生産、品質確保のための技術の普及その他必要な措置を講ずるものとする。 

（農村及び中山間地域等の総合的な振興） 

第14条 県は、農村及び中山間地域等（山間地及びその周辺の地域その他の地勢等の地理的条件が悪

く、農業の生産条件が不利な地域をいう。）の総合的な振興を図るため、生活環境の整備による定



住の促進その他必要な措置を講ずるものとする。 

（農業生産基盤の整備等） 

第15条 県は、農畜産物の安定した生産を図るため、地域資源の保全に配慮しつつ、農業生産基盤の

整備、農地の流動化及び集団化の促進等優良農地の確保、遊休農地の活用、有害鳥獣対策その他必

要な措置を講ずるものとする。 

（農業技術の向上） 

第16条 県は、農業技術の向上を図るため、試験研究体制を整備し、独自品種の研究開発、環境の保

全及び農業生産性の向上のための農業技術の開発等を推進し、その成果の普及その他必要な措置を

講ずるものとする。 

（農業の担い手の確保等） 

第17条 県は、意欲ある農業の多様な担い手の確保及び効率的かつ安定的な農業経営体の育成を図る

ため、農業に関する教育及び研修の実施、就農支援、農業経営の法人化及び集落営農等多様な農業

経営形態の支援その他必要な措置を講ずるものとする。 

（農畜産物の販路の拡大等） 

第18条 県は、農畜産物の付加価値の向上及び販路の拡大を図るため、産地銘柄の確立、事業者との

連携強化その他必要な措置を講ずるものとする。 

（農業関係団体との連携強化） 

第19条 県は、農業の持続的な発展を図るため、農地の利用集積、意欲ある農業の担い手の育成及び

確保、農畜産物の生産集荷、販売戦略の展開等に関し、農業関係団体との連携強化その他必要な措

置を講ずるものとする。 

（消費者団体との連携強化） 

第20条 県は、県民が県産農畜産物への理解を深めるとともに、地産地消（県産農畜産物を県内で消

費し、又は利用することをいう。）及び旬産旬消（旬の農畜産物を旬の時期に消費することをいう。）

を推進するため、消費者団体との連携強化その他必要な措置を講ずるものとする。 

（都市と農村との交流の促進） 

第21条 県は、活力ある農村の自律を図るため、農業者等の主体的な活動の支援、都市と農村との交

流の促進その他必要な措置を講ずるものとする。 

（多面的機能に関する県民理解の促進） 

第22条 県は、農業及び農村の有する多面的機能に関する県民の理解を促進するため、その多面的機

能に関する情報の提供、学習の機会の充実その他必要な措置を講ずるものとする。 

（食育の推進） 

第23条 県は、健全な食生活の実現を図るため、家庭、学校、地域社会等において、望ましい食習慣、

食の安全、地域の食文化等に係る情報の提供、食農教育に関する人材の育成その他必要な措置を講

ずるものとする。 

（地産地消の推進） 

第24条 県は、地産地消及び旬産旬消を推進し、県民が安全で安心できる良質な県産農畜産物を定期

的かつ安定的に購入できるよう、県産農畜産物の生産及び流通体制の整備その他必要な措置を講ず

るものとする。 

第３章 長野県食と農業農村振興審議会 

（設置） 

第25条 食と農業及び農村の振興に関する重要事項を調査審議するため、長野県食と農業農村振興審

議会（以下「審議会」という。）を設置する。 

（任務） 

第26条 審議会は、次に掲げる事項について、知事の諮問に応じて調査審議するものとする。 

(１) 振興計画の策定に関する事項 

(２) 県が実施する食と農業及び農村の振興に関する施策に関する事項 

(３) その他食と農業及び農村の振興に関する重要事項 

 

 



（組織） 

第27条 審議会は、委員15人で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、知事が任命する。 

(１) 農業者の代表者 ４人 

(２) 農業協同組合、農業委員会、その他農業関係団体の代表者 ３人 

(３) 市町村の代表者 １人 

(４) 県議会議員 ２人 

(５) 消費者の代表者 ２人 

(６) 食品産業、流通産業等の事業者の代表者 ２人 

(７) 食料、農業又は農村に関し優れた識見を有する者 １人 

３ 前項の規定による委員の任命は、同項第１号に掲げる者については、次に掲げる区域ごとに行う

ものとする。 

(１) 上田市、小諸市、佐久市、東御市、南佐久郡、北佐久郡及び小県郡 

(２) 岡谷市、飯田市、諏訪市、伊那市、駒ヶ根市、茅野市、諏訪郡、上伊那郡及び下伊那郡 

(３) 松本市、大町市、塩尻市、安曇野市、木曽郡、東筑摩郡及び北安曇郡 

(４) 長野市、須坂市、中野市、飯山市、千曲市、埴科郡、上高井郡、下高井郡、上水内郡及び下

水内郡 

（任期） 

第28条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長） 

第29条 審議会に会長を置き、委員が互選する。 

２ 会長は、会務を総理する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指名した委員が、その職務を代理する。 

（会議） 

第30条 会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

４ 会議は、原則として公開とする。 

（部会） 

第31条 審議会に、地域振興局の管轄区域ごとに部会を置くものとする。 

第４章 補則 

第32条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、知事が定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成18年４月１日から施行する。 

（特別職の職員等の給与に関する条例の一部改正） 

２ 特別職の職員等の給与に関する条例（昭和27年長野県条例第10号）の一部を次のように改正する。 

（「次のよう」略） 

附 則（平成20年12月18日条例第49号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則（平成25年３月25日条例第19号） 

この条例は、平成25年７月11日から施行する。 

附 則（平成28年12月15日条例第44号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成29年４月１日から施行する。 

 


